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令和７年度全建賞の受賞について

1．概要 
本県で実施した「歴史を紡ぎ、未来へ繋ぐ。地域を支える2つの架け橋～富士川かりが

ね橋の開通と富士川橋開通100周年～」が（一社）全日本建設技術協会の令和７年度全建
賞（インフラの部）を受賞した。 

本賞は、一般社団法人全日本建設技術協会が設置し、我が国の良質な社会資本整備
の推進と建設技術の発展を促進するために設けられたものである。昭和28年（1953年）の
全建賞創設以来、我が国の社会経済活動を支える根幹的なインフラ整備や、その時々の
国民ニーズに沿った幾多の取組に授賞がなされてきた。 

令和７年度全建賞は、全国より268事業の応募があり、70事業が受賞した。なお、本賞
は、筑波大学名誉教授の石田東生氏を委員長とする同賞審査委員会で審査された。

2．今回受賞した事業概要
新橋である富士川かりがね橋について、地域の方々が親しみを感じるよう、橋名板の揮

毫を地元高校生と協働で進める「橋名揮毫プロジェクト」を実施した。
また、旧橋である富士川橋の開通100周年記念事業として、パネル展を巡回開催すると

ともに、「記念リーフレット」や「記念ロゴマーク」を制作した。
さらに、大学教授や博物館の学芸員にも参加いただいた、産官学連携の地域住民向け

イベント「かりがねウォーク2024」を開催した。

3．これまでの同賞の受賞歴（直近5年）
令和６年度
・若年層に向けた戦略広報～わたしの“未来のまち”はこんな“まち”図画コンクール～【建

設政策課】
令和３年度
・上田町特定利用斜面保全事業【浜松土木事務所】
・工事事故の削減に向けて～空中写真を取入れたハザードマップの提案～【島田土木事

務所】














